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ソ
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地

改
革
の
未
来
像
を
協
議

私
学
事
業
団

フ
ォ
ー
ラ
ム

取
組
状
況
を
社
会
に
発
信

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
（
清
家
篤
理
事
長
）
は
、

3
月
1
日
に
大
阪
で
、

ま
た
8
日
に
は
東
京
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
平
成
初
年
度
私
立
大
学
等
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
し
た
。
私
学
助
成
を
通
じ
た
特
色
あ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
私
立
大
学
等
改
革
総
合

支
援
事
業
タ
イ
プ
1
お
よ
び
タ
イ
プ
5
、
私
立
大
学
研
究
プ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
採
択

さ
れ
た
大
学
等
が
取
り
組
む
改
革
の
様
子
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
改
革
の
在
り
方
が
議
論
さ
れ
た
。

3
月
8
日
の
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
東
京
・
四
谷
の
上
智

大
学
（
東
京
会
場
）
で
開
催

さ
れ
、
約
3
4
0人
の
私
立

大
学
関
係
者
が
参
加
し
た
。

開
会
挨
拶
で
は
、
清
家
理

事
長
が
登
壇
し
「
私
立
大
学

は
各
大
学
の
建
学
の
理
念
に

基
づ
い
て
独
自
の
教
育
・
研

究
を
行
っ
て
い
る
。
多
様
性

が
求
め
ら
れ
る
こ
れ
か
ら
の

社
会
に
あ
っ
て
、
多
様
な
私

立
大
学
の
教
育
・
研
究
は
重

要
性
を
増
し
て
く
る
。
ま

た
、
変
化
の
著
し
い
時
代
に

合
わ
せ
て
、
変
革
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
。
そ
れ
は
大
学

に
と
っ
て
も
大
き
な
挑
戦
で

あ
り
、
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

る
。
改
革
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
そ
の
際
の
自
主
的
改
革

を
後
押
し
す
る
も
の
。
こ
の

た
び
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
各
大

学
の
改
革
の
取
組
状
況
を
社

会
に
発
信
す
る
場
と
し
た

い
」
等
と
述
べ
た
。

講
演
に
移
り
、
改
革
総
合

支
援
事
業
タ
イ
プ
l
に
採
択

さ
れ
た
2
校
よ
り
、
改
革
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

タ
イ
プ
1
「
教
育
の
質
的
転

換
」
は
、
全
学
的
体
制
で
の
教

育
の
質
的
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
を
支
援
す
る
も
の
。

ま
ず
、
「
習
う

「学
習
」

か
ら
修
め
る
「
学
修
」
へ
」

と
題
し
て
、
東
京
都
市
大
学

副
学
長
の
皆
川
勝
氏
が
演
壇

に
立
っ
た
。
同
大
学
で
は
社

会
的
要
請
を
踏
ま
え
、
学
生

の
立
場
か
ら
、
自
身
が
自
己

理
解
を
深
め
成
長
を
実
感
で

き
る
教
育
基
盤
の
構
築
が
必

要
で
あ
る
と
し
、
中
長
期
計

画
を
基
に
教
育
改
革
に
向
け

た
組
織
体
制
を
構
築
。
同
大

学
が
育
成
す
る
人
材
像
を
明

確
化
し
、
社
会
に
通
用
す
る

学
修
成
果
を
育
む
仕
組
み
、

学
修
成
果
を
自
に
見
え
る
形

で
社
会
に
示
す
た
め
の
仕
組

み
に
よ
り
、
全
学
的
に
教
育

改
革
に
取
り
組
む
。
そ
れ
に

あ
た
っ
て
は
、
全
学
デ
ィ
プ

ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
を
策
定
し
、

全
学
共
通
の
P
B
L科
目
を

設
計
し
、
全
科
目
の
評
価
を

可
視
化
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に

基
づ
い
て
、
各
学
部
学
科
の

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
等
の

更
新
を
進
め
た
。
学
修
成

果
、
教
育
成
果
の
可
視
化
の

取
り
組
み
で
は
、
デ
ィ
プ
ロ

マ
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
発
行
し

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

続
い
て
、
「
松
本
大
学
松

商
短
期
大
学
部
の
教
育
改
革

ー
改
革
総
合
支
援
で
加
速
す

る
独
自
の
教
育
改
革
l
」
と

題
し
、
松
本
大
学
松
商
短
期

大
学
部
長
の
糸
井
重
夫
氏
が

講
慣
し
た
。

同
大
学
に
お
い
て
同
補
助

事
業
は
、

I
C
T活
用
教
育

の
推
進
等
の
学
修
環
境
の
整

備
や
、
教
育
改
革
へ
の
学
内

の
合
意
形
成
促
進
の
た
め
に

必
要
な
も
の
で
あ
る
と
し

て
、
そ
れ
ら
を
円
滑
に
推
進

す
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る

と
前
置
き
し
た
。
同
大
学
が

改
革
へ
と
舵
を
切
っ
た
背
景

に
は
、
定
員
割
れ
の
ほ
か

に
、
企
業
か
ら
汎
用
的
能
力

育
成
を
求
め
ら
れ
、
社
会
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
も

I
C
T教
育
の
推
進
が
重
要

で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
だ
っ

た
。
教
育
改
革
の
方
向
性
を

主
体
的
学
び
へ
と
転
換
し
、

そ
の
推
進
の
た
め
に
も
学
修

成
果
の
可
視
化
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
っ
た
と
解
説
し

た
。
取
得
で
き
る
資
格
を
明

示
し
、
学
修
目
標
を
明
確
化

し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ユ
ニ
ッ

ト
制
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推

進
す
る
。
汎
用
的
能
力
の
育

成
に
は
「
メ
モ
力
」
（
メ
モ

を
取
る
力
）
を
つ
け
る
こ
と

で
、
各
科
目
に
応
じ
た
知

識
・
技
能
の
修
得
に
加
え

て
、
そ
の
先
の
企
業
が
求
め

る
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る

こ
と
に
つ
な
げ
る
、
能
力
開

発
へ
と
波
及
さ
せ
る
こ
と
を

ね
ら
う
。
学
修
成
果
、
教
育 これからの大学改革を議論



成
果
の
可
視
化
の
取
り
組
み
一
神
戸
の
理
事
長
校
で
あ
る
こ

で
は
、
や
は
り
デ
ィ
プ
ロ
マ
一
と
か
ら
、
こ
の
た
び
の
同
事

一
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
発
行
し
て
一
業
タ
イ
プ
ら
の
採
択
に
至
る

一
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
一
ま
で
の
過
程
を
説
明
し
た
。

一
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
改
革
一
若
者
人
口
の
流
出
に
悩
む
兵

一
総
合
支
援
事
業
タ
イ
プ
5
で
一
庫
県
に
お
い
て
、
同
コ
ン
ソ

一
採
択
さ
れ
た
大
学
の
コ
ン
ソ
一

l
シ
ア
ム
の
体
制
強
化
を
図

一
l
シ
ア
ム
に
よ
る
取
り
組
み
一
る
べ
く
、
兵
庫
県
が
高
等
教

一
が
紹
介
さ
れ
た
。
タ
イ
プ
5
一
育
活
性
化
を
目
指
す
中
長
期

一
「
プ
一フ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
一
計
画
を
策
定
。
自
治
体
と
コ

一成
」
で
は
、
各
大
学
等
の
特
一
ン
ソ
i
シ
ア
ム
の
関
り
が
変

一
色
化
・
資
源
集
中
を
促
し
、
一
わ
っ
て
い
く
中
、

同
補
助
事

一
複
数
大
学
問
の
連
携
、
自
治

一業
タ
イ
プ
5
に
申
請
し
、

一
体
・
産
業
界
等
と
の
連
携
を
一
「
ひ
ょ
う
む
産
官
学
連
携
協

一
進
め
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

一議
会
」
を
設
立
し
、
若
者
人

一ォ
l
ム
形
成
を
通
じ
た
大
学
一
口
増
加
に
向
け
た
課
題
解
決

一
改
革
の
推
進
歩
）支
援
す
る
と
一
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
l

一
し
て
い
る
。
一
ム
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
。

一
「
ひ
ょ
う
む
産
官
学
連
携

一タ
イ
プ
5
に
申
請
し
た
中
長

一
協
議
会
に
お
け
る
「
ふ
る
さ

一
期
計
画
に
お
け
る
刊
課
題
と

一
と
兵
庫
」

人
材
の
育
成
に
向
一
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
所
管

一
け
て
の
事
業
展
開
に
つ
い
一
す
る
事
業
を
連
携
さ
せ
て
、

一
て
」
と
題
し
て
、
甲
南
大
学
一
外
国
人
留
学
生
の
イ
ン
タ
ー

一
学
長
の
長
坂
悦
敬
氏
、
同
大
一

ン
シ
ッ
プ
、
学
呈
災
害
ボ
一フ

一
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
事
務

一
ン
テ
ィ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

一
室
課
長
の
松
下
賢
一
氏
が
講
一
構
築
等
に
取
り
組
ん
で
い

一一
演
し
た
。
同
大
学
は
、
大
学
一
る
。
結
び
に
、
大
学
関
連
携

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
む

一
に
つ
い
て
、
タ
イ
プ
5
申
請

を
機
に
共
通
の
目
標
設
定
を

し
て
各
事
業
の
推
進
力
向
上

に
つ
な
が
っ
た
等
と
述
べ
た
。

次
に
、

「全
学
展
開
す
る

地
域
連
携
重
視
の
プ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
戦
略
」
と
題
し
て
、

福
山
大
学
副
学
長
の
松
浦
史

登
氏
が
私
立
大
学
研
究
ブ
一
フ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
採
択
校
と

し
て
、
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
下
で
全
学
研
究
ブ
一
ブ
ン

デ
ィ
ン
グ
テ

1
マ
を
設
定

し
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
様
子
を
紹
介
し
た
。

同
大
学
は
、
「
地
域
の
中

核
と
な
る
幅
広
い
職
業
人
の

育
成
」
を
掲
げ
、

4
年
間
の

目
標
設
定
型
教
育
シ
ス
テ
ム

を
構
築
。
同
大
学
の
ブ
一
フ
ン

デ
ィ
ン
グ
戦
略
で
あ
る
、
地

域
か
ら
国
際
社
会
に
つ
な
が

る
「
未
来
創
造
人
」
を
育
成

す
る
。
そ
し
て
、
地
域
内
に

研
究
拠
点
数
か
所
を
有
す
る

こ
と
か
ら
「
私
立
大
学
研
究

プ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
に

全
学
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
全
学
研
究
ブ
一
フ
ン
デ
ィ

ン
グ
テ
l
マ
を
「
瀬
戸
内
の

里
山
・
里
海
学
」
に
設
定

し
、
自
然
の
把
握
、
ひ
と
・

ま
ち
・
く
ら
し
の
創
造
、
歴

史
・
文
化
的
理
解
、
資
源
利

用
と
経
済
循
環
と
多
岐
に
わ

た
る
分
野
に
お
い
て
、
総
合

大
学
と
し
て
の
研
究
力
を
発

揮
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
基

盤
と
な
っ
て
同
補
助
事
業
に

採
択
さ
れ
た
、
瀬
戸
内
で
の

産
官
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
、
最
新
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
よ
る
生
態
系
解
明

ゃ
、
産
業
支
援
と
し
て
の
新

た
な
養
殖
技
術
開
発
な
ど
を

具
体
的
に
説
明
、
教
育
や
研

究
に
お
け
る
自
己
点
検
評
価

の
仕
組
み
な
ど
も
示
し
た
。

最
後
に
、
「
私
立
大
学
改

革
に
お
け
る
未
来
像
」
と
題

し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
さ
き
に

講
演
し
た
5
氏
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
再
び
登
壇
し
、
共

愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
学
長

の
大
森
昭
生
氏
が
フ
ァ
シ
リ

一ア
1
・3
！
と
し
て
、
各
大
学

の
事
情
が
異
な
る
中
、
ま
一

た
、
多
様
な
私
立
大
学
の
こ

一

れ
か
ら
の
改
革
の
方
向
性
を

－

探
る
た
め
に
、
様
々
に
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。

「
改
革
の
ね
ら
い
を
ど
の

よ
h

つ
に
組
織
に
浸
透
さ
せ
た

ら
よ
い
か
」

「国
か
ら
の
政

策
が
あ
る
一
方
、
大
学
独
自

の
改
革
を
ど
う
進
め
る
べ
き

か
」
「
地
域
課
題
解
決
に
向

け
た
事
業
に
お
け
る
支
援
を

ど
う
や
っ
て
得
る
か
」

「プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
リ
ソ
ー

ス
を
地
域
に
活
用
す
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」

と
い
っ
た
質
疑
が
寄
せ
ら

れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
が
意
見
を

述
べ
る
中
議
論
が
深
め
ら
れ

た
。
そ
の
一
方
で
、
フ
ァ
シ

リ
テ
l
タ
l
の
大
森
氏
か
ら

は
、
各
私
立
大
学
の
改
革
動

向
を
社
会
、
特
に
企
業
に
よ

り
よ
く
知
ら
し
め
る
こ
と
が

重
要
で
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

よ
う
な
場
に
も
っ
と
引
き
込

ん
で
く
る
仕
掛
け
が
必
要
と

の
見
解
を
示
し
た
。


